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第
３
回

絵
画
に
見
る
庶
民
生
活

ー
中
世
の
暮
ら
し
の
風
景
ー

下
坂

守

20210811

は
じ
め
に

一
、
町
・
村
の
風
景

ー
木
戸
と
狭
間
（
さ
ま
）
ー

二
、
風
呂
と
湯
屋

ー
浴
所
の
「
法
螺
貝
」
ー

三
、
町
行
く
人
び
と

ー
被
衣
・
扇
・
子
供
・
武
士
・
僧
侶
ー

四
、
被
り
物
と
は
き
も
の

五
、
旅
と
巡
礼
と
関
所

む
す
び

一
、
町
・
村
の
風
景

ー
木
戸
と
狭
間
（
さ
ま
）
ー

１
〔
厳
助
大
僧
正
記
〕
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
七
月
九
日

七
月
九
日
、
大
洪
水
。
京
中
の
人
馬
数
多
く
流
失
す
。
在
家
・
町
町
の
釘
抜
・
門
戸
こ
と
ご
と
く
流

く
ぎ
ぬ
き

失
す
。
四
條
・
五
條
の
橋
、
祇
園
の
大
鳥
井
、
流
失
す
。

２
〔
川
角
太
閤
記
〕

か
わ
す
み

京
中
町
近
く
な
り
し
か
ば
、
斎
藤
内
蔵
助
町
あ
た
り
に
て
下
知
（
げ
じ
）
の
様
子
は
、
い
つ
も
の
如

く
、
く
ぐ
り
は
あ
き
候
て
こ
れ
あ
る
べ
く
候
。
戸
び
ら
を
押
し
明
け
よ
。
く
ぐ
り
ま
で
に
て
は
、

幟
の
ぼ
り

さ
し
物
か
ま
ふ
べ
き
ぞ
。
其
の
う
へ
、
人
数
く
り
入
る
ゝ
事
、
は
か
ゆ
き
申
す
ま
じ
く
、
町
々
の
戸

び
ら
押
し
ひ
ら
け
よ
。

二
、
風
呂
と
湯
屋

ー
浴
所
の
「
法
螺
貝
」
ー

３
「
朝
鮮
通
信
使
・
朴
瑞
生
の
帰
国
報
告
」（
〔
世
宗
実
録
〕
一
四
二
九
年
、
来
日
）
）

日
本
人
は
「
沐
浴
潔
身
」
を
た
い
そ
う
好
む
。
金
持
ち
の
家
に
は
家
ご
と
に
「
浴
室
」
が
あ
り
、

ま
た
、
町
や
村
に
は
「
浴
所
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
で
は
お
湯
が
わ
く
と
「
角
」
を
吹
い
て

報
せ
る
。
そ
れ
を
聞
く
と
人
々
は
争
っ
て
銭
を
払
い
入
浴
に
や
っ
て
く
る
。

４
〔
日
本
教
会
史
〕
（
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
著
）

大
衆
浴
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
一
人
の
男
が
、
法
螺
貝
を
吹
い
て
人
々
に
呼
び
か
け
て
、
日
本

ほ

ら

が

い

人
の
ひ
じ
ょ
う
に
好
き
な
入
浴
を
す
す
め
て
い
る
。

５
〔
臥
雲
日
件
録
〕
享
徳
三
年
（
一
四
五
四4

）
三
月
十
五
日

聖
寿
寺
坊
主
来
、
因
話
京
中
盗
賊
、
古
今
無
比
類
（
中
略
）
昨
日
、
鹿
苑
院
主
説
、
而
告
之
曰
、
盗
賊

中
有
隠
語
、
曰
止
湯
、
曰
合
沐
、
曰
銭
湯
、
々
々
者
不
論
貴
賎
、
各
領
所
盗
、
曰
合
沐
者
、
諸
賊
等
分

其
財
、
曰
止
湯
者
、
不
論
多
少
、
所
盗
帰
賊
中
首
也
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６
〔
言
国
卿
記
〕
文
明
六
年
閏
五
月
十
三
日

在
所

一
此
方
ノ
風
呂
ヲ

ト

メ
、
此
方
人
数
入
了
、
予
も
入
也

（
止
）

（
五
月
十
七
日
）

一
暮
程
ニ
坊
人
数
、
此
方
ノ
数
カ
ウ
モ
ク
ニ
、
此
方
ノ
風
呂
ア
リ

（

合

沐

）

（
六
月
十
五
日
）

一
自
此
方
、
近
所
風
呂
ヲ

ト

メ
、
二
位
此
方
人
数
入
了

（
止
）

三
、
男
女
・
子
供
の
外
出
風
景

７
〔
言
継
卿
記
〕
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
三
月
二
十
八
日

と
き
つ
ぐ

法
印
嵯
峨
見
物
つ
か
ま
つ
り
た
く
候
と
申
さ
れ
候
間
、
同
道
つ
か
ま
つ
り
候
、
中
御
門
亞
相
、
老
父
、

四
条
中
将
、
予
、
東
向
、
も
ん
一
、
女
房
衆
茶
阿
、

阿
茶
子

、
法
印
同
宿
三
人
、
廿
人
ば
か
り
上
下
あ
り
、

釈
迦
堂
へ
ま
ず
参
り
候

８
〔
言
継
卿
記
〕
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
四
月
六
日

予
、
法
印
同
道
つ
か
ま
つ
り
候
て
伏
見
へ
下
り
候
、
歩
行
、
老
父
輿
、
供
竹
寿
丸
、
坂
田
孫
左
衛
門
、

沢
路
源
次
郎
、
雑
色
、
駕
籠
か
き
等
ま
で
十
人
、
予
、
供
虎
千
代
、
雑
色

９
〔
言
継
卿
記
〕
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
七
月
十
日

暮
々
中
御
門
女
房
衆
、
四
条
・
此
方
女
房
衆
、
禁
中
の
月
見
に
参
ら
れ
候

〔
物
く
さ
太
郞
〕

10
辻
取
と
は
、
男
も
つ
れ
ず
、
輿
・
車
に
も
乗
ら
ぬ
女
房
の
、
み
め
よ
り
、
わ
が
目
に
か
ゝ
る
を
と
る
事
、

天
下
の
御
ゆ
る
し
に
て
有
る
な
り

〔
祇
園
社
執
行
宝
寿
院
祐
雅
申
状
〕
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
四
月

『
八
坂
神
社
文
書
』
一
一
五
九
号

11
殊
更
天
下
太
平
に
て
、
諸
大
名
衆
御
在
京
ニ
よ
り
、
参
詣
人
も
お
ゝ
く
御
座
候
へ
ハ
、
社
徳
も
過
分

に
御
座
候
、
取
申
様
子
ハ
御
神
楽
ま
い
り
候
へ
ハ
、
一
ッ
ニ
付
は
い
ふ
ん
、
年
中
ニ
積
候
へ
ハ
、
過

分
ニ
御
座
候
事

（
中
略
）

一
洛
中
う
ふ
（
産
）
子
の
名
を
つ
け
、
御
は
つ
を
（
初
尾
）
取
申
、
そ
れ
な
ら
す
、
太
刀
・
か
た
な
、

絹
・
綿
、
不
慮
に
取
申
候
事

四
、
被
り
物
と
は
き
も
の

〔
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
欧
文
化
比
較
』
〕

12

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
わ
ず
か
に
足
の
中
程
し
か
な
い
履
物
を
履
い
て
い
た
ら
物
笑
い
に
な
る
。
日
本

で
は
そ
れ
は
立
派
な
こ
と
で
、
完
全
な
も
の
は
坊
主
と
婦
人
と
老
人
の
も
の
で
あ
る
。

〔
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
欧
文
化
比
較
』
〕

13
わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
足
を
全
部
地
に
つ
け
て
歩
く
。
日
本
で
は
、
足
の
半
分
の
履
物
の
上
で
足
の
先
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だ
け
で
歩
く
。

〔
信
長
公
記
〕
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月

14
去
程
に

信
長

年
来
御
足
な
か
を
御
腰
に
付
さ
せ
ら
れ
候
、
今
度
刀
根
山
に
而
、
金
松
又
四
郎
武
者

さ
る
ほ
ど

あ
し

て

一
騎
山
中
を
追
懸
、
終
に
討
止
、
頸
を
持
参
候
、
其
時
、
生
足
に
罷

成
、
足
ハ
く
れ
な
ゐ
に

染

て

お
い
か
け

つ
い

う
ち
と
め

く
び

そ
の

す

あ

し

ま
か
り
な
り

そ
ま
り

参
り
候
御
覧
し
、
日
比
御
腰
に
付
さ
せ
ら
れ
候
御
足
な
か
、
此
時
御
用
に
立
ら
れ
候
由

御

諚
候
て
、

ご

ら

ん

ひ

ご

ろ

ご
じ
よ
う

金
松
に
被
下
、

且

冥
加
の
至
り
面
目
の
次
第
也

く
だ
さ
れ

か
つ
は
み
よ
う
が

め
ん
も
く

〔
翁
草
お
き
な
ぐ
さ
〕（
神
沢
杜
口
か
ん
ざ
わ

と
こ
う
著
、
安
永
元
年
一
七
七
二
）

15
軍
中
の
履
物
の
事
、
（
中
略
）

戦
ひ
に
て
は
皆
足
半
を
履
く
事
也
、
其
所
以
は

働

の
間
に
草
鞋
の

あ
し
な
か

は

ゆ

え

ん

は
た
ら
き

わ

ら

じ

中
へ
土
砂
入
て
働
の

碍

と
成
る
也
、
仍
て

各

足
半
を
履
く
事
也

さ
ま
た
げ

お
の
お
の

〔
走

衆
故
実
〕

は
し
り
し
ゅ
う
こ

じ

つ

16
一
（
略
）
烏
帽
子
（
か
け
ハ
心
の
ま
ゝ
也
）
、
上
下
に
て
、
引
を
さ
し
太
刀
を
は
き
、
か
へ
し
も
ゝ

か
み
し
も

だ
ち
を
と
り
て
参

〔
伊
勢
貞
興
返
答
書
〕

さ
だ
お
き

17

公
方
様
御
小
者
六
人
に
さ
た
ま
り
候

〔
御
供
故
実
〕

お

と

も

こ

じ

つ

18
一
御
供
之
時
、
馬
上
に
て
返
し
も
ゝ
だ
ち
の
事
、
嵯
峨
・
鞍
馬
・
高
雄
抔
へ
は
御
と
り
あ
る
べ
し

な
ど

一
常
の
御
供
の
時
、
指
而
遠
く
候
は
ず
ハ
、
中

間
・
小
者
、
返
し
も
ゝ
だ
ち
は
と
り
候
間
敷
、

ち
ゅ
う
げ
ん

こ

も

の

ま

じ

く

乍

去
中
間
ハ
不
苦
候
（
中
略
）

さ
り
な
が
ら

一
御
前
な
ど
又
ハ
晴
の
時
、
刀
ニ
火
打
袋
さ
げ
候
事
、
若
方
々
ハ
有
間
敷
事
ニ
候
、
四
拾
以
後

ご

ぜ

ん

は
れ

ひ
う
ち
ぶ
く
ろ

も
し

あ

る

ま

じ

き

さ
げ
申
候
由
候
、
四
拾
以
後
ハ
、
御
前
へ
も
さ
げ
申
候
、

但

御
給
ニ
候
得
バ
、
わ
か
き
人
々
も

た
だ
し

不
苦
候
、
年
寄
候
と
も
晴
の
と
き
ハ
斟
酌
可
然
候
、

〔
人
賢
記
〕

じ
ん
け

ん
き

19
敷
革
と
申
ハ
鹿
の
皮
に
て
こ
し
ら
へ
様
、
寸
法
等
有
之
、
又
ひ
き
し
き
と
申
ハ
、
常
に
付
候
を
申

し
き
か
わ

候
也
、
豹
の
か
わ
ハ
、
平
人
は
斟
酌
之
事
ニ
候
、
三
職
ハ
御
用
候
、
ひ
き
し
き
ハ
寸
法
も
候
ま
し

く
候
歟
、
羦
の
革
た
る
へ
し
、
又
熊
の
皮
を
は
、
む
か
し
ハ
弾
正
官
の
人
な
ら
て
ハ
、
御
用
無
之
候

〔
走
衆
故
実
〕

20
各
敷
皮
を
敷
、
太
刀
を
左
の
膝
の
上
に
置
、
足
半
を
バ
ぬ
ぎ
て
、
敷
皮
の
下
に
其
ま
ゝ
は
く
よ
う

に
置

〔
鳥
板
記
〕

と

り
い
た

き

21
一
辻

堅
之
事
、
御
通
あ
る
横
小
路
の
方
を
け
い
こ
す
る
也
、
そ
の
方
に
幕
を
は
り
て
居
る
も
の
也
、

つ
じ
が
た
め

そ
の
と
き
の
幕
の
は
り
や
う
の
事
、
御
と
を
り
あ
る
方
に
ま
く
く
し
を
た
て
、
そ
の
御
通
あ
る
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方
に
、
し
き
か
は
を
敷
、
太
刀
を
持
居
る
也
、
太
刀
を
左
の
ひ
さ
の
上
に
お
き
て
居
る
也

扨
主
人
御
通
の
と
き
、
ま
く
も
あ
け
、
太
刀
を
し
き
か
は
の
上
に
置
、
敷
皮
よ
り
降
り
て
、
か

う
へ
を
地
に
つ
け
て
通
し
申
也
、
御
通
あ
つ
て
頓
て
本
の
こ
と
く
ゐ
る
な
り
、
御
供
の
衆
の
と

き
は
、
し
き
か
わ
の
上
に
居
へ
し
、
そ
の
ま
く
の
は
り
や
う
は
そ
と
を
け
い
こ
の
故
也

〔
走
衆
故
実
〕

22
一
長
こ
ゆ
ひ
の
ゑ
ぼ
し
に
て
走
に
参
勤
例
事
、
慈
照
院
殿
様
御
代
に
も
、
藤
民
部
殿
十
六
歳
に

て
被
召
加
候
て
、
長
こ
ゆ
ひ
に
て
久
敷
祗
候

五
、
旅
と
巡
礼
と
関
所

〔
島
津
家
久
公
御
上
洛
日
記
〕
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）

23
宿
を
出
行
に
、
関
五
、
六
程
を
よ
き
て
、
へ
ん
と
を
行
に
、
右
方
に
か
ま
ち
（
蒲
池
）

殿
の
城
有
、
亦

あ
り

ま
た

行
て
関
有
、
関
守

余

き
ひ
し
く
い
か
り
、
無
理
を
は
た
ら
く
間
、
召

烈
た
る
族
と
も
関
守

せ
き
も
り
あ
ま
り
に

め
し
つ
れ
た
る

を
打
な
や
ま
し
、
此
方
ハ
お
の
／
＼
何
事
な
く
通
り

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
欧
文
化
比
較
』（
〔
大
航
海
時
代
叢
書
Ⅹ
Ⅰ
〕
、
岩
波
書
店
）

第
一
章

男
性
の
風
貌
と
衣
服
に
関
す
る
こ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
男
が
扇
を
携
え
、
そ
れ
で
煽
い
だ
な
ら
、
そ
れ
は
柔
弱
な
こ
と
と
さ
れ
よ
う
。
日

54

本
で
は
い
つ
も
そ
れ
を
帯
に
さ
し
て
携
え
、
使
用
し
な
い
も
の
は
、
下
等
で
、
賤
し
い
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
わ
ず
か
に
足
の
中
程
し
か
な
い
履
物
を
履
い
て
い
た
ら
物
笑
い
に
な
る
。
日
本
で

70

は
そ
れ
は
立
派
な
こ
と
で
、
完
全
な
も
の
は
坊
主
と
婦
人
と
老
人
の
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
足
を
全
部
地
に
つ
け
て
歩
く
。
日
本
で
は
、
足
の
半
分
の
履
物
の
上
で
足
の
先

71

だ
け
で
歩
く
。

第
二
章

女
性
と
そ
の
風
貌
、
風
習
に
つ
い
て

１

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
未
婚
の
女
性
の
最
高
の
栄
誉
と
貴
さ
は
、
貞
節
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
純
潔
が
犯
さ

れ
な
い
貞
節
さ
で
あ
る
。
日
本
の
女
性
は
処
女
の
純
潔
を
少
し
も
重
ん
じ
な
い
、
そ
れ
を
欠
い
て
も
、

名
誉
も
失
わ
な
け
れ
ば
、
結
婚
も
で
き
る
。

６

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
頭
の
装
飾
の
た
め
に
髪
飾
具
を
使
う
。
日
本
の
女
性
は
い
つ
も
髪
に
何
も
付
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け
な
い
、
ま
た
貴
人
の
女
性
は
髪
を
束
ね
な
い
。

７

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
婦
人
は
髪
を
下
ま
で
編
ん
で
リ
ボ
ン
で
結
ぶ
。
日
本
の
女
性
は
髪
を
後
の
一
箇
所
だ

け
紙
の
小
片
で
結
ぶ
。
あ
る
い
は
一
本
の
紙
の
糸
を
使
っ
て
頭
の
中
央
に
捲
く
。

８

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
頭
に
白
頭
巾
、
ま
た
は
紗
を
冠
る
。
日
本
の
女
性
は
屑
綿
で
作
っ
た
綿
帽
子

ま
た
は
白
い
布
の
切
れ
を
マ
ン
ト
の
下
に
冠
る
。

９

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
そ
の
家
の
中
で
髪
や
頭
を
洗
う
。
日
本
の
女
性
は
公
衆
浴
場
で
洗
う
。
そ
こ

に
は
特
別
の
髪
の
洗
場
が
あ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
美
し
い
整
っ
た
眉
を
重
ん
じ
る
。
日
本
の
女
性
は
一
本
の
毛
も
残
さ
な
い
よ

11

う
に
、
全
部
毛
抜
で
抜
い
て
し
ま
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
額
を
白
く
す
る
た
め
に
化
粧
品
を
塗
る
。
日
本
の
高
貴
の
女
性
は
正
装
を
す

12

る
時
、
額
に
黒
い
塗
料
を
い
く
ら
か
塗
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
短
い
年
月
で
髪
が
白
く
な
る
。
日
本
の
女
性
は
油
を
塗
る
た
め
に
六
十
歳
に

13

な
っ
て
も
髪
が
白
く
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
耳
朶
に
孔
を
あ
け
、
そ
こ
に
耳
飾
り
を
は
め
こ
む
。
日
本
の
女
性
は
耳
朶
に

14

孔
も
あ
け
な
い
し
、
耳
飾
り
も
つ
け
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
顔
の
化
粧
品
や
美
顔
料
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
で
は
、
不
手
際
と
さ
れ
て

15

い
る
。
日
本
の
女
性
は
白
粉
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
程
、
一
層
優
美
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
歯
を
白
く
す
る
た
め
に
手
を
つ
く
し
、
手
段
を
講
ず
る
。
日
本
の
女
性
は
鉄

16

と
酢
を
用
い
て
、
口
と
歯
を
［
原
文
欠
］
の
よ
う
に
黒
く
す
る
こ
と
に
務
め
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
腕
に
金
銀
の
腕
輪
を
付
け
る
。
下
の
高
貴
な
日
本
婦
人
は
細
い
糸
を
五
、
六

17

回
巻
き
つ
け
て
い
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
首
に
宝
石
や
金
鎖
を
つ
け
る
。
日
本
の
異
教
の
女
性
は
何
も
付
け
な
い
。
キ

18

リ
シ
タ
ン
の
女
性
は
聖
物
匣
ま
た
は
念

珠
を
付
け
て
い
る
。

シ
リ
カ
イ
ロ

ロ
ザ
リ
オ
・
デ
・
コ
ン
タ
ス

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
、
そ
の
袖
が
手
首
に
ま
で
達
す
る
。
日
本
の
女
性
は
、
腕
の
半
ば
ま
で
達
す

19

る
。
そ
し
て
胸
や
袖
を
露
出
す
る
こ
と
を
不
面
目
の
こ
と
と
は
思
わ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
女
性
が
素
足
で
歩
い
た
な
ら
ば
、
狂
人
か
恥
知
ら
ず
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の

20

女
性
は
貴
賤
を
問
わ
ず
、
一
年
の
大
半
、
い
つ
も
素
足
で
歩
く
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
帯
を
き
わ
め
て
き
つ
く
締
め
る
。
日
本
の
高
貴
の
女
性
は
た
い
そ
う
緩
く
し

21

め
る
の
で
、
い
つ
も
垂
れ
下
が
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
宝
石
の
つ
い
た
指
輪
そ
の
他
の
装
身
具
を
付
け
る
。
日
本
の
女
性
は
一
切
指

22

輪
を
付
け
ず
、
ま
た
金
、
銀
で
作
っ
た
装
身
具
も
用
い
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
夫
が
前
、
妻
が
後
に
な
っ
て
歩
く
。
日
本
で
は
夫
が
後
、
妻
が
前
を
歩
く
。

29

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
財
産
は
夫
婦
の
間
で
共
有
で
あ
る
。
日
本
で
は
各
人
が
自
分
の
分
を
所
有
し
て
い

30

る
、
時
に
は
妻
が
夫
に
高
利
で
貸
し
付
け
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
罪
悪
に
つ
い
て
は
別
と
し
て
も
、
妻
を
離
別
す
る
こ
と
は
最
大
の
不
名
誉
で
あ

31

る
。
日
本
で
は
意
の
ま
ま
に
い
つ
で
も
離
別
す
る
。
妻
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
誉
も
失
わ
な
い

し
、
ま
た
結
婚
も
で
き
る
。

汚
れ
た
天
性
に
従
っ
て
、
夫
が
妻
を
離
別
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
し
ば
し
ば
妻
が
夫

32

を
離
別
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
親
族
一
人
が
誘
拐
さ
れ
て
も
一
門
全
部
が
死
の
危
険
に
身
を
さ
ら
す
。
日
本
で
は

33

父
、
母
、
兄
弟
が
そ
の
こ
と
を
隠
し
立
て
し
て
、
軽
く
過
ご
し
て
し
ま
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
娘
や
処
女
を
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
は
き
わ
め
て
大
事
な
こ
と
で
、
厳
格
に
お
こ

33

な
わ
れ
る
。
日
本
で
は
娘
た
ち
は
両
親
に
こ
と
わ
り
も
し
な
い
で
一
日
で
も
数
日
で
も
、
ひ
と
り
で

好
き
な
所
へ
出
か
け
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
妻
は
夫
の
許
可
が
無
く
て
は
、
家
か
ら
外
へ
出
な
い
。
日
本
の
女
性
は
夫
に
知
ら

35

せ
ず
、
好
き
な
所
に
行
く
自
由
を
も
っ
て
い
る
。

家
族
の
も
の
男
性
お
よ
び
女
性
の
恋
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
た
い
そ
う
重
ん
じ
ら
れ
る
が
、
日
本

36

で
は
極
め
て
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
互
い
に
見
知
ら
ぬ
も
の
の
よ
う
に
扱
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
生
ま
れ
る
児
を
堕
胎
す
る
こ
と
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
滅
多
に
な
い
。
日
本
で

38

は
き
わ
め
て
普
通
の
こ
と
で
、
二
十
回
も
堕
し
た
女
性
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
嬰
児
生
ま
れ
て
か
ら
殺
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
と
い
う
よ
り
ほ
と

39

ん
ど
全
く
な
い
。
日
本
の
女
性
は
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
と
、
み
ん
な
喉
の
上
に

足
を
の
せ
て
殺
し
て
し
ま
う
。

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
女
性
が
文
字
を
書
く
こ
と
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。
日
本
の
高
貴
の
女
性

45
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は
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
価
値
が
下
が
る
と
考
え
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
女
性
に
宛
て
て
書
く
手
紙
に
、
そ
れ
を
書
い
た
男
性
は
署
名
を
す
る
。
日
本
で

47

は
女
性
に
宛
て
て
書
く
手
紙
に
署
名
を
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
ま
た
彼
女
自
身
も
、
自
分
の

手
紙
に
署
名
も
し
な
け
れ
ば
、
月
も
年
も
書
か
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
横
鞍
ま
た
は
腰
掛
に
騎
っ
て
い
く
。
日
本
の
女
性
は
男
性
と
同
じ
方
法
で
馬

49

に
乗
る
。

女
性
の
た
め
に
騾
馬
の
背
の
腰
掛
の
中
に
座
蒲
団
を
置
く
。
日
本
で
は
高
貴
な
女
性
の
た
め
に
馬
の

50

鞍
の
上
に
白
い
敷
布
を
置
く
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
普
通
女
性
が
食
事
を
作
る
。
日
本
で
は
男
性
が
そ
れ
を
作
る
。
そ
し
て
貴
人
た
ち

51

は
料
理
を
作
る
こ
と
を
立
派
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
男
性
が
裁
縫
師
に
な
る
。
日
本
で
は
女
性
が
な
る
。

52

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
男
性
が
高
い
食
卓
で
、
女
性
が
低
い
食
卓
で
食
事
を
す
る
。
日
本
で
は
女
性
が
高

53

い
食
卓
で
、
男
性
が
低
い
食
卓
で
食
事
を
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
女
性
が
葡
萄
酒
を
飲
む
こ
と
は
礼
を
失
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で

54

は
そ
れ
は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
、
祭
の
時
に
は
し
ば
し
ば
酔
っ
払
う
ま
で
飲
む
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
女
性
は
立
ち
上
が
っ
て
客
人
を
迎
え
る
。
日
本
の
女
性
は
坐
っ
た
ま
ま
で
迎
え
る
。

60

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
は
人
に
見
ら
れ
ず
に
道
を
歩
く
た
め
に
頭
巾
を
着
け
る
。
日
本
の
女
性
は
道
を

61

行
く
時
、
頭
に
タ
オ
ル
を
冠
り
、
そ
の
両
端
で
顔
の
前
を
包
み
か
く
す
。

第
八
章

馬
に
関
す
る
こ
と

１

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
き
わ
め
て
美
し
い
。
日
本
の
も
の
は
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
劣
っ
て
い
る
。

２

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
走
っ
て
い
て
も
、
ぴ
た
り
と
止
ま
る
。
彼
ら
の
は
ひ
ど
く
あ
ば
れ
る
。

３

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
臀
に
乗
る
こ
と
を
許
す
。
日
本
の
は
、
そ
の
よ
う
に
慣
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

し
り

４

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
一
頭
が
他
の
一
頭
と
並
ん
で
行
く
。
日
本
の
は
い
つ
も
、
一
頭
が
他
の
後
か

ら
行
く
。

５

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
美
し
く
見
せ
る
た
め
尾
を
伸
ば
し
て
お
く
。
彼
ら
の
は
、
尾
を
結
び
。
結
び
目
を
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つ
け
る
。

６

わ
れ
わ
れ
の
馬
の
た
て
が
み
は
、
長
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
装
飾
に
な
る
。
日
本
の
は
た
て
が
み
を
切
り
、

残
っ
た
も
の
の
中
に
所
々
、
馬
の
威
勢
を
大
に
す
る
た
め
に
、
麦
藁
を
結
び
つ
け
る
。

７

わ
れ
わ
れ
の
馬
は
す
べ
て
釘
と
蹄
鉄
で
装
鋲
す
る
。
日
本
の
は
そ
う
い
う
こ
と
は
一
切
し
な
い
。
そ

の
代
り
、
半
レ
グ
ア
し
か
も
た
な
い
藁
の

沓

を
履
か
せ
る
。

サ
パ
ー
ト

８

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
馬
丁
が
手
綱
を
も
っ
て
先
に
進
む
。

日
本
で
は
、
進
ん
で
行
く
道
に
従
っ
て
、

馬
丁
が
馬
の
た
め
の
藁
の
沓
を
担
っ
て
つ
い
て
行
く
。

９

わ
れ
わ
れ
の
間
で

轡

馬
勒
に
は
口
の
中
に
入
れ
る

ハ
ミ
と
小
輪
が
あ
る
。
日
本
で
は
口
を
貫
通
す

く
つ
わ

る
鉄
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
馬
に
乗
る
の
に
左
足
を
使
う
。
日
本
人
は
右
足
を
使
う
。

10

わ
れ
わ
れ
の
手
綱
は
革
製
で
大
そ
う
よ
く
作
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
は
布
の
帯
で
、
彩
色
さ
れ
、
捩

11

ら
れ
て
い
る
。

我
々
は
鞍
と
長
い
鐙
だ
け
を
も
つ
。
日
本
で
は
短
い
鐙
で
膝
を
ま
げ
て
し
か
騎
ら
な
い
。

12

わ
れ
わ
れ
の
鐙
は
鉄
製
で
前
が
開
い
て
い
る
。
彼
ら
の
は
木
製
で
前
が
塞
が
り
、
モ
ー
ロ
人
の
沓
の
よ

13

う
に
大
そ
う
長
い
。

わ
れ
わ
れ
は
拍
車
を
使
う
。
彼
ら
は
そ
れ
を
使
わ
な
い
。

た
だ
非
常
に
節
の
短
い
竹
の
鞭
を
使
う
だ

14

け
で
あ
る
。




